
１．研究背景
　オフィス移転の件数は、2007 年の約 700 件から 2 年々増加しており、2013 年には約 2800 件
まで増加している。2017 年現在も、オフィス移転の件数はある程度の母数を維持していると考え
られる。オフィス移転に際して、企業ブランドの向上や従業員モチベーションの向上を経営層は狙っ
ているわけだが、実際にオフィス移転の効果測定について追究している文献は少ない。従業員満足
度は、職務内容・人間関係・給与・職場環境などで構成され、定量化することはできない。本研究
では、疫学研究用うつ病尺度（CES-D) を用いたアンケート調査を行うことで、従業員のうつ傾向
を観測し、移転の効果測定を行う。
２．調査計画
　先行研究を参考に従業員のうつ傾向に着目した。2013 年から 2014 年にかけて日立ハイテクの
矢野和男が行った従業員活性度に関する研究では、仕事の活発さとうつ傾向の強い相関を立証して
いる。　本研究では、移転前後の計 2 回のアンケート調査を通じて、オフィスの設備やワークスペー
ス、立地への満足度と、うつ傾向を定量化した CES-D 値を観測し、サンプル企業を対象に移転の
効果測定のケーススタディを行う。
２．１．疫学研究用うつ病尺度（CES-D)
　英国国立精神保健研究所（NIMH）が開発したうつ病の自己評価尺度である。20 問の質問項目か
ら構成され、過去 1 週間における症状の頻度を問い、「全くない（1 日未満）」「少しはある（1 ～ 2）日」

「かなりある（3 ～ 4 日）」「いつもある（5 ～７日）」の 4 つの選択肢から回答する。質問内容は回
答内容に応じて 0 点～ 3 点と加点方式で採点し、CES-D 値を算出する。4・８・１２・１６番目の
質問項目は「全くない（1 日未満）」が 3 点、「いつもある（5 日～ 7 日）」が 0 点として扱う。合
計点数は 60 点満点で、日本人労働者の平均点は 10.5 点とされている。
２．２．調査に用いた質問紙
　従来の従業員満足度調査では、次の２つの問題点から正確なデータを収集できないことが懸念さ
れる。社会的望ましさによるバイアスがかかること、回答結果が上司に見られると思われる場合、
本来の回答が得られない可能性が高まることの２点である。
　質問紙は、回答者属性 1 問、CES-D 項目が 20 問、オフィスの設備・ワークスペースに関する 8 問、
オフィスの立地に関する 2 問の計 31 項目で構成される。

３．調査対象
　従業員規模 80 名の IT 企業を対象に調査を行った。移転前は渋谷区渋谷、移転後は目黒区青葉台
となり、主要駅のアクセスがやや不便になった以外は設備・ワークスペースが移転前よりも充実し
たものとなっていた。床面積は 1.44 ㎡から 1.68 ㎡となり、会議室の部屋数やエレベーターの台数
も増えているなど、就業環境として申し分ない移転後のオフィスだと考えられる。
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４．調査結果
　アンケート実施前の仮説段階では、オフィスの立地への満足度は下がるが、設備・ワークスペー
スへの満足度は上がり、それにより従業員のうつ傾向は下がるだろうと考えた。表2に結果を示した。

５．考察
　設備やワークスペースへの評価は向上しているにも関わらず、従業員のうつ傾向は高まっている。
その要因を探るために、因子分析を行ったところ主に6つの因子があることがわかった。具体的には、
ネガティブ因子とポジティブ因子、集中力に関する因子、睡眠・食欲に関する因子である。60 点満
点の CES-D 値のうち、各因子が説明できる得点の割合を以下に示す。

　移転前は 6 つの因子で、全体の 54.59%（32.75 点）が説明できることがわかり、移転後は 7 つ
の因子で全体の 69.00%（41.40 点）が説明できることがわかった。注目すべき差分として「身体
症状」の因子が見られた。この因子には睡眠や食欲に関する CES-D 項目が含まれている。移転後
に従業員へ聞き込み調査をしたところ、うつ傾向が高まった要因に睡眠時間の減少が大きく関係し
ている可能性があることがわかった。なぜなら、主要駅から離れ、徒歩時間が移転前と比べて 8 分
から 13 分増加していることに加え、移転後のオフィスに入居している各社の従業員規模が大きく、
出勤時のエレベーターの待ち時間が最大約 5 分と長く、移転前と比べて合計約 20 分ほど、従業員
が早めに自宅を出るようになったことが明らかになったからである。
　「身体症状」の因子には「なかなか眠れない」という CES-D 項目があり、表 4 の移転後の相関行
列によると、その項目はある程度の相関を 9 項目と持っていることがわかった。「家族や友達から
励ましてもらっても気分が晴れない」「ものごとに集中できない」「憂うつだと感じる」「これからの
ことについて積極的に考えられる」「何か恐ろしい気持ちがする」「生活について不満なく過ごせる」

「普段より口数が少ない」「毎日が楽しい」「仕事が手につかない」の 9 項目である。睡眠への悪影響は、
うつ傾向に大きく負の影響を与えることを相関行列から得た。

６．結論
　本研究で提案するオフィス移転の効果測定における CES-D の有用性を下記に示した。
①アンケート設計が必要なく、実施が用意であること
②従業員が抱える潜在的な課題を明らかにできる可能性があること
③そして、従業員のマネジメント改善のための施策考案の手がかりとなること
　サンプル企業のケーススタディを通じてわかったことを下記に示した。
①睡眠がうつ傾向上昇の要因の一端を担っている可能性があること
②睡眠に対する課題を解決することで、うつ傾向を改善できる可能性が高いこと
③12 時から 17 時をコアタイムとしたフレックスタイム制を導入するなどの対応により、従業員の
うつ傾向を改善することで、従業員のモチベーション向上につながると提案すべきであること

図２．移転前オフィス写真（上段）、移転後オフィス写真（下段）
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図１．移転前のオフィス平面図（左）、移転後のオフィス平面図（右）

表１．調査に用いた質問紙（左）、CES-D 項目（右）

5職種
営業関連/企画・マーケティング関連/事務関連

/デザイン・クリエイティブ関連/ITソフトウェア
職種による回答者属性（1問）

職種を回答

ランチのとりやすさ
5段階評価

同上

4段階評価
全くない（1日未満）/少しはある（1～2日）

/かなりある（3～4日）/いつもある（5～7日）
CES-D質問項目（全20問）

次の質問項目に対して、この1週間どれくらいそう感じたか回答

廊下
デスクまわり

喫煙所 [任意回答]

オフィスにおける次の快適さについて回答

5段階評価
とても使いやすい/使いやすい

/どちらともいえない/
使いづらい/とても使いづらい

通勤のしやすさ

エントランス（1階玄関）
オフィス内における次の諸空間について、利用する際の快適さを回答

エレベーター
給湯室

お手洗い
会議室

①普段は何でもないことがわずらわしいと思う
②食べたくない。食欲が落ちたと思う
③家族や友達から励ましてもらっても気分が晴れない
④他の人と同じ程度には能力があると思う
⑤ものごとに集中できない
⑥憂うつだと感じる
⑦何をするのも面倒だ
⑧これからのことについて積極的に考えられる
⑨過去のことについて、くよくよ考える
⑩何か恐ろしい気持ちがする

⑪なかなか眠れない
⑫生活について不満なく過ごせる
⑬普段より口数が少ない
⑭一人ぼっちで寂しい
⑮皆がよそよそしいと思う
⑯毎日が楽しい
⑰急に泣き出したくなる
⑱悲しいと感じる
⑲皆が自分を嫌っていると感じる
⑳仕事（勉強）が手につかない

表１．CES-D アンケート項目
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表１．CES-D アンケート項目

表 3．移転前後のアンケート結果

表 2．移転前後のアンケート結果
移転前の調査結果（回答件数 56 件 /80 名）

移転後の調査結果（回答件数 45 件 /80 名）

職種 CES-D平均値 平均 エントランス（1階玄関）エレベーター 給湯室 お手洗い 会議室 廊下 デスクまわり 通勤のしやすさ ランチのとりやすさ

IT・ソフトウェア関連 14.727 3.05 3.09 2.73 3.23 4.14 3.41 2.68 2.95 2.73 2.50
クリエイティブ関連 20.000 3.27 3.58 2.75 3.67 4.58 3.50 3.50 3.00 2.50 2.33
営業関連 17.333 2.72 2.67 2.50 2.50 4.50 2.50 2.50 2.33 2.83 2.17
企画・マーケティング関連 14.000 2.66 2.50 2.10 2.80 4.30 3.40 2.60 2.50 1.80 1.90
事務関連 20.667 3.11 3.50 2.33 4.00 4.50 2.83 3.00 2.50 2.33 3.00
全体平均 17.345 2.96 3.07 2.48 3.24 4.40 3.13 2.86 2.66 2.44 2.38

職種 CES-D平均値 平均 エントランス エレベーター 給湯室 お手洗い 会議室 廊下 デスクまわり 通勤のしやすさ ランチのとりやすさ

IT・ソフトウェア関連 18.45 2.51 1.82 1.73 2.64 2.09 2.45 2.18 2.55 3.64 3.45
クリエイティブ関連 16.00 2.92 2.75 2.69 2.94 2.44 2.44 2.88 2.44 3.81 3.88
営業関連 23.00 2.37 2.00 2.00 2.67 1.67 2.33 2.00 2.00 4.00 2.67
企画・マーケティング関連 18.20 2.32 1.90 2.40 2.70 1.60 2.20 2.10 2.10 3.10 2.80
事務関連 21.40 2.76 1.60 2.00 3.40 2.60 3.00 2.60 2.60 3.60 3.40
全体平均 19.41 2.57 2.01 2.16 2.87 2.08 2.49 2.35 2.34 3.63 3.24

表 3．移転前後の説明された分散の比較

表 4．移転後の CES-D アンケートの各項目の相関
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